


背景

⚫ 国内直流送電プロジェクトの空白期間（2000年 紀伊水
道～2021年 飛騨信濃），自励式への技術転換

⚫ 広域機関「広域系統長期方針（マスタープラン）」による
連系線増強案の策定・発表

⚫ パワーエレクトロニクスを含む系統解析技術の進展
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直流送電・系統用パワーエレクトロニクス技術の
専門人材の育成が急務











技術者層の拡大に貢献

【活動】 初学者向けのセミナーで，基礎講義，研究トピックス講演，
分科会を実施。講習会・見学会を企画。

• 産学合同セミナー 当日参加者：のべ1,466名（2025/12迄）

• 産学合同セミナー Youtube再生数：のべ34,514回（2026/6迄）

• シミュレーション勉強会：のべ31名

• 見学会：のべ131名

【効果】 大学生から実務者まで，幅広い層に直流送電・系統用パ
ワエレ技術の知識を普及し，興味の喚起や専門人材を育成した。
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2026/2 の15,786回
に比べて2倍以上





実践的解析スキルの獲得

【活動】 リアルタイムシミュレータ（RTS）を含む系統解析技術に
関し，実務者による講演，実務を模した演習の機会を提供。周辺
研究におけるRTSの活用。

• 理論講演：交直変換回路（東京都市大学），直流送電解析（電
力中央研究所） ほか

• 実務講演：RTSの説明（OPAL-RT），新北本シミュレータ試験（
東芝ESS），多端子HVDC検証（東京電力HD） ほか

• 演習： 系統解析エンジニアリング業務の講習会（東芝ESS）

• 研究： 各大学にRTS導入し本事業の周辺研究で活用。

【効果】 RTSの実践的なスキルを習得した学生を輩出
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周辺研究の成果発信

【活動】学生の研究テーマに直流送電・系統用パワエレ

技術を取り入れて研究活動を展開。学会等で研究成果を
社会へ発信。

【効果】事業期間内（2021.10～）の関連研究発表数

⚫ 都市大： 原著論文1件，国際会議12件，国内会議59件，産学合
同セミナー講演 12回

⚫ 徳島大： 原著論文0件，国際会議2件，国内会議57件，産学合同
セミナー講演14回

⚫ 科学大： 原著論文7件，国際会議7件，国内会議28件，産学合同
セミナー講演 14回
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国際ネットワーク強化

【活動】海外大学との研究交流を実施

• ニュージーランドFANプロジェクト（NZ Canterbury大学，
Waikato大学）

• 博士課程学生の交換留学（Canterbury大学）

• 韓国 DC Grid Center 研究ワークショップ共同開催（韓
国 Hanyang大学）

• セミナーの招待講演（Canterbury大学，中国 同済大学）

【効果】直流送電・系統用パワエレ技術を理解した上で，
国際的な視野を持った人材を輩出
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当該分野を志す人材数のボトムアップ

【活動】多様な取り組みを通じた，直流送電･系統パワエレ
分野を学ぶ学生数のボトムアップ

【事例】

⚫ 多彩なイベントを行っていることを学科内の3年生に紹介したり，
下級生へ口コミされることで，研究室の配属希望者数が増加した

⚫ 大学や特別講座オリジナルのHPの発信情報を見て興味を持ち，
他大学を卒業後に大学院を受験してくる学生が現れた

⚫ 電力会社や電機メーカに入社後も，直流送電や系統パワエレに
従事する研究室のOB･OGが現れ，研究室を訪問したり，共同研
究の相手となることで，後輩への良い波及効果が続いている
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課題と今後の取組
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→公式Webサイト（https://www.hvdc-nsl.com/）

【課題】

すそ野拡大 ⇒ ・ セミナー・技術講演の参画企業を募集中。

・ 学生向け展示ブースの出展企業を募集中。

【今後の取組】

2025年度末でNEDO委託事業としての実施は終了。

2026年度以降は，賛同企業のご協力を得ながら，人材育成・

人的交流事業を自主的に継続中。



まとめ
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公式Webサイト（https://www.hvdc-nsl.com/）

• 本事業を通して企業と学生の接点創出に繋がる人材育成・人

的交流の方法が確立した。

• 各項目において，企業と学生双方の理解が促進され，学生の

キャリア形成や関連産業への就職に一定の影響を与えること

ができた（参画研究室修了生のうち，電機メーカー33%，電力

会社24%）。

直流送電技術や電力系統用パワエレ技術に興味をお持ちの方
は下記公式Webサイトをご訪問ください

東京都市大学 中島 達人
徳島大学 北條 昌秀
東京科学大学 佐野 憲一朗

お問合せ先：


